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『公爵夫人の書』（The Book of the Duchess）は、ジェフリー・チョーサー
（Geoffrey Chaucer, 1340?-1400）の最初の作品であり、ランカスター公爵ジョ
ン・オブ・ゴーント（John of Gaunt, Duke of Lancaster, 1340-1399）の命により、
疫病で亡くなった公爵夫人ブランチ（Blanche, Duchess of Lancaster, 1341?-
1368）を哀悼するために書かれた作品とされている。作品に関してはこれま
で夢物語詩の構成や展開、言葉遊び、比喩、宮廷文学の伝統的な表現、宗教
的象徴等、様々な視点から研究がなされている。これらの先行研究を踏まえ
ながら、本論文では色彩語に焦点を当て、作品全体を通して色彩語がどのよ
うに使用されているか考察する。第 1 節、第 2 節で色彩語の使用頻度と分布、
場面や登場人物で使用された色彩語について分析した後、第 3 節では物語全
体の構成における色彩語の役割について考察する。
1.??????????????????????
まず作品中に見られる色彩語 1 について概観する。『公爵夫人の書』には
12 種類の色彩語が合計 32 例使用されている。
表 1　The Colour Words in The Book of the Duchess
white blak gold gilde blew grene red rody broun yelowe pale total
7 3 3 1 1 4 4 2 1 1 5 32
表1　The Colour Words in The Book of the Duchess
色彩語の中でも “white”が 7例で最も使用頻度が高く、次いで “pale”が 5例、
“grene”、“red” が 4 例、“blak”、“gold” が 3 例、“rody” が 2 例、“gilde” （=golden）、
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“blew”、“brown”、“yelowe” が 1 例ずつである。用いられている対象の点か
ら見ると、物語の主要人物である貴婦人と騎士の服装や顔色に関する描写に
それぞれ 10 例ずつと全 32 例中 20 例が使用されている。あとの 12 例は草木
や空、太陽、城壁などの場面描写である。このように、場景や登場人物など
様々な描写に色彩語が使用されているが、これらの色彩語は単に個々の描写
としてだけでなく、同時に物語全体の展開に関連していると考えられる。
『公爵夫人の書』は、語り手が夢の出来事を語る形で物語が進んで行く。
長い間不眠に悩んでいる語り手は、ある夜、本を読んで知った眠りの神に頼
んで眠りにつく。夢の中で、語り手は黒衣の騎士と出会い、悲しみに暮れる
騎士から彼の悲しみの理由は何なのかを聞いていく。騎士と話をしていくう
ちに、彼の最愛の貴婦人のことや彼の悲しみの理由が彼女の死であることを
知る。最後は夢から覚めた語り手が夢で見た話を韻文にしようと決意する場
面で終わる。これが物語のあらすじである。物語は、語り手の不眠（現実）
と夢（非現実）と、騎士の貴婦人を失った現在（現実）と貴婦人と共に過ご
した過去についての回想（非現実）が重なり合いながら展開していくのだが、
その展開にそって色彩語の分布を見てみると、各登場人物の現実と非現実と
では、色彩語の使用頻度や使用されている色彩語に違いがみられる。そのこ
とから、場面転換や物語展開に合わせて色彩語が効果的に使用されていると
考えられる。このことを明らかにするために、次節では物語の展開をたどり
ながら上記の色彩語について詳しく考察する。
2．?????????
2.1　??????
本節ではまず、語り手が不眠に悩まされている現実から夢の世界に入って
いく場面を考察する。8 年間不眠に悩まされていた語り手は、ある夜セイス
王（The kyng Seys）とアルシオーネ王妃（Alcione）のロマンスを読み、眠り
の神モルフェウス（Morpheus）の存在を知る。彼は、眠りの神々がもし自分
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を眠らせてくれるのなら、白い鳩の羽毛 “down of pure dowves white” （250）2 
で作った金の縞模様 “Rayed with gold” （252）の黒い繻子 “blak satyn” （253）
の羽毛布団や亜麻布で作った枕カバーを贈り、彼の私室にふさわしい調度品
を用意し、広間は純金 “pure gold” （259）とタピスリーで飾ろうと言う（249-
255、257-261）。すると突然、語り手は本を持ったまま眠りにつき、甘美で不
思議な夢を見る。夢の中は、語り手が不眠に悩まされていた夜とは対照的に、
五月の清々しい朝である。小鳥たちの美しい歌声で目を覚ました語り手は、
自分が美しく装飾されている部屋で横になっていることに気づく。以下はそ
の場面の引用である。
And sooth to seyn, my chambre was
Ful wel depeynted, and with glas
Were al the wyndowes wel yglased
Ful clere, and nat an hoole ycrased,
That to beholde hyt was gret joye.
For hooly al the story of Troye
Was in the glasynge ywroght thus,
Of Ector and of kyng Priamus,
Of Achilles and of kyng Lamedon,
And eke of Medea and of Jason,
Of Paris, Eleyne, and of Lavyne.
And alle the walles with colours fyne
Were peynted, bothe text and glose,
Of al the Romaunce of the Rose.
My wyndowes were shette echon,
And throgh the glas the sonne shon
Upon my bed with bryghte bemes,
With many glade gilde stremes;
And eke the welken was so fair―
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Blew, bryght, clere was the ayr,
And ful attempre for sothe hyt was;
For nother to cold nor hoot yt nas,
Ne in al the welken was a clowde. （321-343）
部屋の窓にはトロイ物語が描かれたステンドガラスがはめ込まれており、
壁には美しい色が塗られ、薔薇物語の本文と注釈が書かれていた。窓ガラス
からは太陽の金色に輝く光が差し込んでベッドの上を照らし、空は青く輝き、
空気は澄んで穏やかであると描写されている。ここでは “gilde” や “blew” を
用いて部屋に差し込む太陽の光や空の青さを描写している。また “the sonne 
shon” （336）、“bryghte bemes”（337） に続いて “gilde”、“blew” もそれぞれ輝
きを表わす “glade”、“bryght” と頭韻を踏んでおり、輝く太陽の光や明るく澄
んだ空の様子が表現されている。さらに色彩語は使用されてないが、五月の
朝、小鳥たちの美しい鳴き声、トロイの歴史が描かれたステンドグラスや美
しい色で塗られ、薔薇物語の本文と註釈が書かれていた壁についても言及さ
れており、全体的に明るく色彩豊かな夢の世界が描写されている。この物語
でチョーサーが用いたとされるギヨーム・ド・ロリス（Guillaume de Lorris）
の『薔薇物語』（Le Roman de la Rose）やギヨーム・ド・マショー（Guillaume 
de Machaut）の『ボヘミア王の判定』（Jugement dou Roy de Behaingne）にも
五月の朝の描写があるが、gilde や blew を用いた太陽の光や空の描写はなさ
れていない 3。『公爵夫人の書』では、フランス語作品での五月の描写に加え
て、色彩語とともに光や輝きを表わす語が使用され、この場面を明るく鮮や
かに描き出している。一方、不眠に悩まされている場面では、語り手の読む
ロマンスに登場するセイス王の遺体の血の気がない青ざめた顔色 “pale and 
nothyng rody” （143）、先に述べた眠りの神への贈り物の描写を除いて、語り
手自身の不眠に悩んでいる状況や場面には色彩語が使用されていない。この
2 つの場面を比較すると、夜に対して五月の朝、無色に対して有色と、語り
手の不眠に嘆いている現実と不眠から解放された夢という非現実が対照的に
表現されているのである。
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さて、このように夢の中で目覚めた語り手は、狩りを知らせる角笛を聞き、
外に出て鹿狩りに参加する。その途中、語り手は小犬を追いかけて森の中に
入っていく。
And I hym folwed, and hyt forth wente
Doun by a floury grene wente
Ful thikke of gras, ful softe and swete. （397-399）
For al the woode was waxen grene;
Swetnesse of dew had mad hyt waxe. 
　Hyt ys no nede eke for to axe
Wher there were many grene greves,
Or thikke of trees, so ful of leves; （414-418）
第 1 の例は森へ続く小道について、第 2 の例は木々についての描写である。
ここでは柔らかく美しい草が茂り、花々が咲いている小道や、多くの葉をつ
けて青々と茂っている木々を “grene” で描写し、春の緑豊かな森を表わしてい
る。その一方で木々が緑に茂っているがゆえに地面はどこも陰になっている。
So grete trees, so huge of strengthe,
Of fourty or fifty fadme lengthe,
Clene withoute bowgh or stikke,
With croppes brode, and eke as thikke―
They were nat an ynche asonder―
That hit was shadewe overal under. （421-426）
陰になっている地面には、牡鹿や小鹿、リスなどの多くの動物たちがいることが
述べられており、人里から離れた動物たちの憩いの場として描かれている。しか
し動物たちがいなくなると、そこに現われるのは嘆き悲しむ黒衣の騎士である。そ
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のことを踏まえて考察すると、ここでの “grene”は “shadewe”と結びつき、地面に
陰ができる程に緑が茂り、沢山の動物たちがいる緑豊かな春の森を示すと同時に、
緑に茂る木々によって光が遮断された暗い場所であること暗示していると考えら
れる。つまり嘆き悲しむ黒衣の騎士の登場にふさわしい場所として表現している
のである。不眠の嘆きから解放され、明るく色鮮やかな夢の世界で目覚めた語り
手であったが、この森に入ることで黒衣の騎士に出会い、騎士の悲しみを共有し
ていくことになる。この森の場面は、明るく色鮮やかに表現された語り手の夢から
黒衣の騎士の悲しい嘆きの場面への橋渡しの役割を果たしているのである。
2.2????????
森に入った語り手は、巨大なオークの木を背にして座っている騎士と出会
う。騎士は若く立派な態度であるが、黒衣を身に纏って死んだように悲しい
声で嘆きの詩を作り、青白く血の気の無い顔で嘆きの歌を口ずさんでいる。
I was war of a man in blak,
That sat and had yturned his bak
To an ook, an huge tree.  （445-447）
And he was clothed al in blak. （457）
Ful pitous pale and nothyng red, 
He sayd a lay, a maner song,
Withoute noote, withoute song; （470-472）
　　　              …and that made al
Hys hewe chaunge and wexe grene
And pale, for ther noo blood ys sene
In no maner lym of hys. （496-499）
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上記は騎士の服及び顔色の描写である。ここでは騎士の服に “blak”、顔色に
“pale”、“nothyng red”、“grene” を用いて、喪服に身を包み、辛い悲しみのた
めに血の気の引いた顔をしている騎士を描写している。第3の例である “pale”
と “nothyng red” を用いた顔色の描写は、先述の語り手が読んだ本に登場す
るセイス王にも類似の表現がされており、海で溺死した王の血の気の失せた
顔色を想起させる。
自身の悩みであった不眠から解放され、明るく色鮮やかな夢の世界に入り
込んだ語り手であったが、黒衣の騎士と出会い、彼の苦しみを聞こうとする
ことで場面は黒衣の騎士の嘆きと悲しみへと転換する。話の中心は騎士へと
移り、語り手は騎士にとっての聞き手の役割を果たすようになる。語り手は
何が騎士をそれほどまで悲しませているのか知りたくなり、騎士に嘆きの理
由を聞く。語り手の問いかけに対して騎士は、自身の悲しみは誰にも癒すこ
とができないほど大きいものであり、不実な運命の女神のせいで、幸せや楽
しみ、愛は悲しみ、怒り、憎しみに変わってしまったことを告白する。その
後も語り手は、騎士との問答を繰り返しながら、嘆きの原因は何なのか核心
に近づいていく。そして全てを語り手に話すことを決めた騎士から、彼の最
愛の貴婦人について聞くことになる。
騎士は、若いうちから愛に忠実に仕えていたこと、偶然にも美しい貴婦人
達の一団を見たこと、その一団の中で最も美しく素晴らしい貴婦人に恋をし
たこと、彼女の美徳や美しさ、自分の愛が完全に貴婦人へと向けられ、彼女
は自分の命であり、喜びであり、癒しであり、幸せの全てであったことを回
想して語り手に話していく。この場面では、“blak” や “pale” などが使用され
た騎士の嘆きの場面とは対照的に、“white” を中心に “red”、“gold” などが使
用され、若かりし頃の騎士自身や愛する貴婦人について語られている。
Paraunter I was therto most able,
As a whit wal or a table,
For hit ys redy to cacche and take
Al that men wil theryn make,
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Whethir so man wil portreye or peynte,
Be the werkes never so queynte. （779-784）
上記の例は若い時の騎士自身の描写である。騎士は若い時から愛を心から称
賛し、仕えてきたこと、自身が愛を自然と受け入れるのにふさわしかったこ
とを述べている。ここで騎士は自分自身を白い壁や石版に喩え、愛を受け入
れるにふさわしいほど純真であったことを述べている。　　
心から愛に仕えてきた騎士は、美しい貴婦人の一団を見て、その中の一人
に恋をする。騎士による貴婦人の描写は約 220 行に渡っており、貴婦人の美
しさや話し方、立居振舞、善良さ、誠実さ、慈悲深さなどが語られている。
　　　
For every heer on hir hed,
Soth to seyne, hyt was not red,
Ne nouther yelowe ne broun hyt nas;
Me thoghte most lyk gold hyt was. （855-858）
But thus moche dar I sayn, that she
Was whit, rody, fressh, and lyvely hewed,
And every day hir beaute newed. （904-906）
Hyt was whit, smothe, streght, and pure flat,
Wythouten hole or canel-boon,
As be semynge had she noon. （942-944） 
Ryght white handes, and nayles rede; （955）
上記の例は、貴婦人の髪や顔色、首、手、爪の描写である。第 1 の例は髪の
描写であり、“rede”、“yelowe”、“broun”、“gold” が用いられている。貴婦人
の髪は “rede” でも “yelowe” でも “broun” でもなく、“gold” であったとして
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おり、貴婦人の金髪を強調している。他の 3 例はそれぞれ肌や首、手、爪
に関しての描写である。ここでは “white” と “rody”、“rede” で色白な肌と血
色の良い顔色を示している。貴婦人の描写では、“rede”、“yelowe”、“broun”、
“gold”、“white”、“rody” が見られるが、特に “white” は髪を除いた全ての描
写で使用されており、“white” の全 7 例中 4 例が貴婦人の描写である。貴婦
人の描写に関してはマショーの『ボヘミア王の判定』によるところが多いと
されている 4。マショーは、頭の先から足先までの 22 か所に関して細かい
外見描写をしており、“hair”、“forehead”、“brows”、“mouth”、“cheek”、“teeth”、
“complexion”、“throat”、“hand”、“breast”、“skin” の描写では “gold”、“white”、
“black”、“red”、“pink” といった色彩語を使用している 5。“hair” には “gold”、
“hand”には “white”を用いて金髪や色白の肌について言及している点は、『公
爵夫人の書』での貴婦人描写と類似している。
一方『公爵夫人の書』では、『ボヘミア王の判定』と比べると外見的な描
写は少なく、色彩語の使用が見られるのは髪、顔色、首、手、爪のみである。
また、それらの外見的な描写とともに、話し方、立居振舞、善良さ、誠実さ、
慈悲深さなどの内面的な美しさが “bryght”、“fair”、“fresh”、 “blysful”、“noble”、
“frendly”、“womanly”、“the most grace”、“fairness” といった語や、さらには
夏の輝く太陽 “the someres sonne bryght”（821）や松明 “torche bryght”（963）
に喩えられて語られており、全体として外面、内面ともに美しくすぐれた女
性であることが強調されている。これらの描写から、再度貴婦人に使用さ
れた色彩語を見てみると、貴婦人に使われた “white” には色としての意味に
加え、光の意味も込められていると考えられる。『イメージシンボル事典』6
によると、“white” は純真や高貴さを表わすほかに光明を表わすとしており、
Oxford English Dictionary においても光の色を意味するとしている 7。さらに
フィリップス（Helen Phillips）は以下のように述べている。
It does not matter that the lady’s golden hair is taken directly from 
Machaut, regardless of whether the duchess was blonde or dark; the 
impression with which Chaucer wants to capture the reader’s mental 
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eye is that of bright splendour – the duchess’s splendour.  Thus his 
images are of the summer’s sun, of a torch from which all take light 
and of the Phoenix itself, not of the great Duke Henry’s daughter. 
These images, together with reiteration of fair, fayrest, bryght, clere 
and white scattered through the description, constitute an amplifica-
tion of the pun on ‘Blanche’ which itself becomes a structural ele-
ment, part of the play of dark and bright in the poem.8
これらのことから、チョーサーは貴婦人の内面的、外面的美しさを光ととら
え、太陽、松明の描写や “fair”、“bryght” などの修飾語とともに “white” を用
いて描写していると考えられる。貴婦人に使用された “white” は肌の色白さと
いう見た目の色だけでなく内面的な美しさを示し、貴婦人の持つ光のイメー
ジを強調しているのである。
このことは彼女の名前にも明確に表れている。
　“And goode faire White she het;
That was my lady name ryght.
She was bothe fair and bryght;
She hadde not hir name wrong. （948-951）
上記は貴婦人の名前が明かされる一節である。この一節では外面的にも内面
的にも優れていると語られてきた貴婦人の名前がホワイト “White” であるこ
と、そして彼女がまさにその名前にふさわしい人物であることが述べられて
いる。貴婦人の名前について、ミニス（A. J. Minnis）は以下のように言及し
ている。
The rhetoricians had listed the personal attributes which should 
be included in a description, including name, nature, style of life, 
fortune, quality, diligence, and the like.  Chaucer is particularly in-
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terested in the lady’s name, whereas in the Behaingne Machaut was 
not:….Similarly, ‘faire White’ is white by name and white and bright 
by nature.9
ミニスによると、チョーサーはマショーとは異なり、貴婦人の名前について
関心を持っていた。つまり、チョーサーは名前を重要視し、意味を持たせて
いるのである。確かに、この作品に出てくる貴婦人ホワイトはランカスター
公爵ジョン・オブ・ゴーントの妻であるブランチ夫人をイメージしているた
め、フランス語で白を意味する Blanche という名を英訳していると考えられ
る。しかし、チョーサーは単にブランチ夫人の名前を英訳しているのではな
く、その名前そのものに意味を持たせているのである。先に述べたとおり、
貴婦人の描写では髪や肌など外面的な美しさに加えて、貴婦人の善良さや誠
実さ、慈悲深さという内面的美しさが列挙された後、貴婦人の名前がホワイ
トであることを明らかにされている。さらに彼女の名前に間違いはなかった
と述べているのである。このことから考えると、名前やその他の描写で貴婦
人に使用された “white” は、色白で美しい外見だけでなく、貴婦人の無垢で
慈悲深く誠実な性格や生き方そのものを象徴しているのである。
さて、騎士の嘆きの原因が貴婦人ホワイトの死であることを知った語り手
は、騎士にお悔やみの言葉を言う。するとすぐに鹿狩りの終わりを告げる角
笛が鳴り、語り手は白壁の長い城に戻っていく王を見るが、その城の鐘が鳴
るとともに夢から覚める。語り手がこの夢を韻文に残そうと決心するところ
で物語が終わる。
　With that me thoghte that this kyng
Gan homwarde for to ryde
Unto a place, was there besyde,
Which was from us but a lyte―
A long castel with walles white,
Be Seynt Johan, on a ryche hil,…  （1314-1319）
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上記は城についての描写であり、“white” は城壁を表している。この場面
に関しては、文中の “long castel” が “Lancaster” を示す言葉遊びで、“walles 
white” は公爵夫人ブランチを示しているという見解があり 10、先に述べた貴
婦人の描写と関連しているとも考えられる。しかし、この場面の解釈に関し
て様々な議論がなされているため、場面全体を通してさらなる考察が必要で
ある。
これまで嘆き悲しむ騎士と、騎士の回想で登場する若かりし時の騎士自身
や貴婦人ホワイトについて見て来たが、騎士の嘆きの場面と回想の場面でも
2.1 で述べた語り手の不眠と夢との対比と類似の対比を見ることができる。
過去の回想場面では騎士自身の描写で “white”、貴婦人の描写では “white” を
はじめ、“gold” や “yellow”、“red” などが使用されている。さらに貴婦人に
関しては色彩語とともに光を印象づける描写がされており、明るく鮮やかに
語られている。一方、嘆き悲しむ現在の騎士に使用された色彩語は “blak”、
“pale” など暗いイメージであり、使用頻度もこの回想場面と比べると少ない。
最愛の貴婦人を失くし、嘆き悲しんでいる騎士と、回想内の過去の騎士自身
や貴婦人が対照的に描かれ、騎士の嘆き悲しむ現在の状況（現実）と最愛の
貴婦人と暮らした幸せな過去（非現実）が対比されているのである。
3．?????????
前節では、物語の展開を辿りながら場面や登場人物についての色彩語を分
析し、物語において色彩語が光と関連付けられて使用されていること、語り
手の不眠（現実）と夢（非現実）、騎士の現在（現実）と過去（非現実）が
対照的に描かれていることを述べて来た。では、色彩語の描写が物語全体に
どのような効果を与えているのだろうか。本節では物語構成と色彩語の関連
性について考察していく。
物語の構成に関しては従来の研究でも言及されている。池上忠弘は『チョー
サーの詩的冒険―愛と美と死の哀歌―』で写本を基に、（1）導入部（1-290）、（2）
夢（291-1323）、とくに対話（519-1323）、（3）終結部（1324-1334）の 3 つの
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部分に大きく分け、さらに（2）夢の部分を 3 つに分類している 11。また塩
見知之は、1．導入部（1-290）、2．狩の場面（291-442）、3．騎士の嘆き（443-
616）、4．運命の女神（617-720）、5（3´）．騎士の慰め（721-1310）、 6（2´）．狩
の場面（1311-1325）、7（1´）．結末部という 7 つの場面に分類し、4．運命の
女神の場面を中心に前半の 1．導入部、2．狩の場面、3．騎士の嘆きは嘆きの
テーマに沿って上昇し、後半の 5（3´）．騎士の慰め（721-1310）、 6（2´）．狩の
場面（1311-1325）、7（1´）．結末部は慰めのテーマに沿って下降するとしている。
また 1 と 7（1´）、2 と 6（2´）、3 と 5（3´）がそれぞれ対応し、4 の場面を頂
点とした左右対称のアーチ型の構造をしていると主張している 12。
これらの研究を踏まえた上で色彩語の観点から作品を見ていくと、また別
の構造が見えてくる。先に述べたように、物語は語り手の不眠に対する嘆き
（現実）と不眠から解放された夢の世界（非現実）、さらに騎士の嘆き（現実）
と過去についての回想（非現実）が語られている。このことから、語り手の
現実と非現実という大きな対比の中に騎士の現実と非現実という対比が内包
された、入れ子のような構造をなしていると考えられる。また、作品のテー
マが嘆きと慰めであることを考えると、語り手の不眠や貴婦人を失った騎士
の悲しみに暮れている現実が嘆きのテーマに、不眠から解放された語り手の
夢や騎士の貴婦人と暮らした過去の回想という非現実が癒しのテーマにそれ
ぞれ対応している。語り手の夢と貴婦人についての回想の場面では、それぞ
れ輝きや光を示す語とともに色彩語が、あるいは色彩語自体が光を示す形で
使用されており、語り手の不眠の嘆き、騎士の貴婦人を失った嘆きとは対照
的な慰めの場面として明るく色鮮やかに描き出されている。このように、語
り手と騎士の嘆きと慰めの場面は、それぞれが対照的に描かれ、重なり合い
ながら繰り返し語られているのである。『公爵夫人の書』においてチョーサー
は、色彩語を光と関連付けて使用し、登場人物の嘆きの場面とは対照的に慰
めの場面を色鮮やかに描写することで、作品全体に嘆きと慰めのコントラス
トをつけているのである。
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本論文では色彩語に着目し、各場面や登場人物についての考察から、色彩
語が光や輝きと関連付けられており、嘆きと慰めという作品全体のテーマを
色鮮やかに対比していると結論づけた。本論文では、部分的に関連するフラ
ンス語作品との比較を取り入れたが、全ての箇所で比較したわけではない。
今後は包括的な比較を通して、チョーサー独自の表現についてさらに研究を
進めていきたい。
?
1. 本論文での色彩語は原文に基づき中英語の綴りで表記する（異綴りも含
む）。
2. 以下全ての引用は The Riverside Chaucer からとする。なお引用文中の斜体及
び下線部は筆者によるものであり、引用文後の番号は原文の行番号である。
3. 『薔薇物語』と『ボヘミア王の判定』の 5 月の朝の場面は、以下のように
描写されている。なお『薔薇物語』と『ボヘミア王の判定』の該当箇所
についての引用は、それぞれ篠田勝英（訳）『薔薇物語』と The Riverside 
Chaucer の Explanatory Notes からの引用である。
季節は五月のように思われた。もう五年以上も前のこと
だが、季節は五月、そんな夢をわたしは見た。歓びに満
ちた愛の季節、すべてのものが陽気になるとき、茂みも
垣もことごとく新しい葉で身を飾り、おおいつくそうと
する。冬の間枯れていた木立は緑を取り戻す。大地は潤
いをもたらす露を誇り、冬の間の貧しさを忘れ、誇らし
さのままに新たな衣を望むようになる。二百色もの色に
彩られた優美な衣を作ることができるのだ。草と青や白
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やさまざまな色の花、衣というのはそのこと、大地はこ
れを纏って装いを改める。寒さに震え、厳しく辛い気候
に耐えて沈黙していた鳥たちは、五月を迎え、天気がす
がすがしくなるとともに、有頂天になって、囀り交わす。
歓喜のあまり歌わずにはいられない、そんな気持ちを示
しているのだ。（『薔薇物語』p.9, ll.4-10）
Et li jours fu attemprez par mesure,
Biaus, clers, luisans, nès et purs, sans froidure
（And the day was perfectly temperate, 
beautiful, clear, bright, fine and cloudless, 
without chill）.
（The Riverside Chaucer, Explanatory Notes, 291-343）
4. The Riverside Chaucer, Explanatory Notes, 817-1040 による。
5. 『ボヘミア王の判定』での色彩語を用いた貴婦人に関する描写は以下の
とおりである。なお引用箇所は Windeatt, B. A. Chaucer’s Dream Poetry: 
Sources and Analogues, pp.8-9 によるものである。
Her hair resembled thread of gold, yet was not excessively blonde. 
Her forehead was white and smooth and unlined, and so well-
formed that it was neither too broad nor too narrow, and her brows, 
which were of a very fine shape, seemed like a black thread on the 
white skin and were much esteemed.
……………………………………………………………………
But her little mouth, properly small, red, plump, always laughing, 
delightful, sweet, makes me languish, when my heart longs. For 
whoever sees her mouth speaking, and sees it laughing and tastes 
its sweetness, esteems and declares it above all others. When she 
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smiled her cheeks made two dimples, which were pink and white 
and a little plump and made her more beautiful.
　[352] ‘And there is still more: she had white, small, regular 
teeth, and her chin was a little dimpled, rounded underneath and 
above. But her complexion was amazing and unlike any other, for 
it was full of life, fresh and pinker than the rose in May before it is 
gathered. And briefly, her throat was white as snow, smooth, beau-
tifully proportioned − there was not a line in it, nor any sigh of a 
bone, and she also had a lovely neck that I praise and value. It is 
also right that I speak of her long, straight arms, which were beauti-
fully made in every part, for she had white hands and long fingers. 
To my liking were her white, firm and high breasts, pointed and 
rounded, graceful and beautifully shaped, and little, in proportion 
with her body……………………..……………………..………..
She had delicate skin, white and soft, gleaming more than anything 
if one examined it well, and quite without spot. 
（Chaucer’s Dream Poetry:Sources and Analogues, p.8 ll.3-7, p.8 
l.20-p.9 l.5, ll.13-14）
6. フリース、アト・ド；山下主一郎（訳）『イメージシンボル事典』（東京：
大修館書店、1984 年）による。white の 1、3、5、p.686。
7. Oxford English Dictionary. 2nd ed. white Adj. 1a. による。
8. Chaucer, Geoffrey. The Book of the Duchess. Ed. Phillips, Helen. の General In-
troduction、pp.38-39 による。
9. Minnis, A. J. Oxford Guides to Chaucer: The Shorter Poems, p.85 による。
10. The Riverside Chaucer, Explanatory Notes, 1314-29 による。
11. 池上忠弘『チョーサーの詩的冒険―愛と美と死の哀歌―』（シリーズ中世
英文学シンポジウム第 5 集『チョーサーの『公爵夫人の書』を読む』）、
pp.122、127 による。
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12. 塩見知之『チョーサー研究』pp.45-61 による。
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